
天空の里 鴻巣市コウノトリ野生復帰センター 

 ６月下旬になり、様々な水生昆虫を

観察できる季節になってきました。

水生昆虫シリーズ２回目の今回は

「コガムシ」についてご紹介しま

す。 

 

コガムシは、コウチュウ目ガムシ科に分類されます。同じコウチュウ 

目のゲンゴロウと似ていますが、ガムシの仲間です。ガムシは、漢字

だと牙虫と書き、腹部にある突き出た棘が名前の由来となっているそ

うです。コガムシの成虫の大きさは１６～１８ｍｍ、黒色の楕円形が

特徴で、鴻巣市内の田んぼにも生息しています。腹面に空気を溜めて

いるため、水中で観察すると腹面がキラキラして見えます。勝手に田

んぼの中に入ることはできないですが、外から覗いてみると見かける

ことができるかもしれません。 

「知ってる？水生昆虫２」  ２０２２年６月２７日  
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